
[１]防犯・防災に係る事業 

事 業 名 地域安全見守り隊事業 実施年数 １6年目 

事業期間  開始：平成２２年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

「地域の子どもは地域で守り育てる」を基本とし、登下校時の安全を確保する

とともに地域の安心安全なまちづくりを目指す。 

事業内容・手段 

（1） 子ども見守り隊の研修実施と同時に情報交換を行う 

青パト講習会を実施する（隔年実施） 

（2）地域と子ども見守り活動 

・青パト隊の巡回と広報活動は夏休み期間も実施し、まちづくりの青パト隊

に合流した青少年指導委員と連携して活動。また北署と連携し地域安全運

動のチラシ配布活動を行う 

  ・登下校時の見守り活動（ＰＴＡ、自治会等との連携） 

  ・見守り隊、青パトボランティアの募集の実施 

・通学路の点検 

（3）住吉小・住吉南小との対面式を実施 

（4）青パト関係者や見守り隊員の保険加入を促進 

事 業 費 550,000円  

対 象 者 地域の子どもたちや小中学生、地域住民 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

・青パト講習会と見守り隊研修会を別々に実施し、見守り研修会では学校との 

情報交換会を行う。 

・本年度は青パト講習会を実施する。 

・青パト乗車者の減少により、巡回頻度の調整と乗車者の募集を機会あるごとに 

呼びかける。 

・パトロール実施者証の取り扱いを厳格にする。 

 



防犯・防災に係る事業 

事 業 名 地域防災訓練事業 実施年数 １7年目 

事業期間  開始：平成２１年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

地域住民を対象に自然災害に対する防災対策意識を高めるための訓練を 

実施する。 

事業内容・手段 

（１） 住吉地域住民を対象にした、総合防災訓練を各地域団体と協力し実施 

・住吉地域防災フェスタ開催 

・開催日 令和 8年 2月 22日（日） 

・会 場 すみよし公園、交流センター 

 

（２）非常物資の計画的備蓄 

・保存食品、生理用品、おむつなどの備蓄補充 

・防災士や消防団のアドバイスを受け、必要に応じ備蓄品の補充をする 

 

 

事 業 費 339,000円  

対 象 者 地域住民、消防団、その他各地域団体 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

・昨年度実施した住吉地区防災フェスタの反省や参考意見を踏まえ、より実践的

な住吉地域住民の為の総合訓練を企画する。 

 

・昨年度まで、災害復旧活動支援事業として防災倉庫の備蓄品などの購入計画 

および予算を挙げていたが、今年度から地域の防災訓練で活用していただく 

為に地域防災訓練事業に項目と予算を追加した 

 

 



［２］地域福祉に係る事業 

事 業 名 子育て支援事業 実施年数 １7年目 

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

住吉で安心して子育てができる環境づくりを目指し、未就学児親子の支援とと

もに、幅広い世代の交流を通じて地域の子ども達を育む。 

 

事業内容・手段 

 

「すみよし子育てフェスタ２０２５」の開催 

・会 場  住吉地区交流センター内及びすみよし公園西側広場 

・開催日  令和 7年１１月１６日（日）「住吉総合文化祭開催時」 

・内 容  乳幼児ハイハイ競争、親子工作など（予定） 

 

事 業 費 119,000円     

対 象 者 未就学児童、小学生、地域住民 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

・例年夏場の開催であったが、近年は酷暑により来場者やスタッフの体調を考慮

し、住吉総合文化祭にて同時開催とした。 

・文化祭と同時に開催することで、広報、駐車場整理などの部会員の負担が軽減

された。 

 

 

 

 

 

 



地域福祉に係る事業 

事 業 名 住吉ささえ愛事業 実施年数 １2年目 

事業期間 開始：平成２６年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

高齢者等が日々安心して暮らせるよう、地域で支え合い、絆を深めていくこと

を目的とする。 

 

事業内容・手段 

 

（１）高齢者対象のスマホ操作教室 

スマホ操作をあきらめている高齢者の方がデジタル難民とならないよう操

作方法の講座を開催する（年２回開催予定） 

（２）「おしゃべり広場」住吉地区社協と共催 

  世代別で語り合う場を提供し、同世代同士の交流を深める 

年数回開催予定。 

 

事 業 費 19,000 円    

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

 ・LINEの操作、SNS、防災アプリの活用 

 ・受講者のニーズを事前に収集し、参加者のスマホ端末で部会員による個別指

導形式で実施し好評であった。 

 



地域福祉に係る事業 

事 業 名 
高齢者等を支える生活支援事業 

ＮＰＯ法人 住吉つなぎ相愛 との共催事業 
実施年数 5年目 

事業期間 開始：令和３年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

住民同士が「お互いさま」の心で支え合い、日常生活の支援を行うと共に子供を含

む若い世代も健やかに育っていけるよう、関係機関と連携し安心して暮らせるあた

たかい地域づくりを目指す。 

事業内容・手段 

 

高齢者等の生活支援をＮＰＯ法人「住吉つなぎ相愛」と共催事業として行う 

・「つなぎ」定例会に出席し、依頼内容の確認や報告などの情報を共有する 

① つなぎ事務所にて依頼内容を受付、訪問調査を行い、日程調整をして、サポ

ータスタッフが支援を行う 

② 部会員に支援活動への参加を呼びかけ、人員確保につなげる 

事 業 費 172,000円    

対 象 者 地域住民（主に高齢者世帯） 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

 ・依頼内容をしっかり確認し訪問調整を行い支援を計画する。 

・定例会でスタッフと共通認識を図り事業を実施する。 

  

 

 



地域再生に係る事業 

事 業 名 すみよしイルミネーション事業 実施年数 6年目 

事業期間 開始：令和２年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

地域の結びつきや交流を深め、やさしさや思いやりの心を育む。 

 

事業内容・手段 

 

「すみよしイルミネーション２０２５」の開催 

 ・会場 住吉地区交流センター、住吉地域センター 

住吉地区社会福祉協議会敷地内 

 ・点灯期間 令和 7年１２月上旬～令和 8年１月下旬 

 ・点灯式イベント 令和７年１２月７日（日） 

事 業 費 169,000円    

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

・好評を得ている住吉のイルミネーションの電飾設備を維持していくた

めに、随時点検と補修を実施する。 

・新たに点灯式のイベントを実施し好評だった。時間帯等や内容について

再検討していく。 

 

 



地域再生に係る事業 

事 業 名  住吉夏まつり事業 実施年数 １６年目 

事業期間 開始：平成２２年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

地域住民の親睦・交流を深めるとともに、地域の活性化と振興を図ることを目的

とする。 

事業内容・手段 

 

住吉夏まつりの開催（住吉商工振興会との共催事業） 

・日 程 令和７年８月９日（土） 

・会 場 すみよし公園 

・内 容 住吉総踊り・幼児小中学校演奏・ダンスグループ・和太鼓・伝統芸

能保存会の発表 等 

 

事 業 費 774,000円    

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

 ・地域に親しみのあるグループを優先してステージ参加を呼びかける 

・住吉地区に残る伝統芸能「日平俵踊り」「麓奴踊り」を住吉地域の皆さんに 

披露する場とする。 

 

 

 

 

 

 



地域再生に係る事業 

事 業 名  みらいづくり事業 実施年数 ２年目 

事業期間 開始：令和６年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

主なイベントや事業が、住吉小学校区（住吉公民館、すみよし公園）で開催 

されているため、今後は住吉南小学校区での開催も企画し、住吉地域全住民の絆 

を深めていく。 

事業内容・手段 

 

住吉南小学校を会場とし、多世代で交流できるイベントを開催する。 

・自治会対抗ミニ運動会の実施（健康づくり部会との共催） 

開催日時：令和 7年 11月～12月（予定） 

 

 

事 業 費 220,000円 

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

 ・住吉南小学校区でもイベントを企画実施し、住吉地区内で開催会場や参加者の 

バランスを取る 

 ・今年度は健康づくり部会との共催事業とし、部会の垣根を越えてお互いの得意

分野で事業を盛り上げる。 

 

 

 

 



  伝統文化に係る事業 

事 業 名 住吉のたからもの発掘事業 実施年数 7年目 

事業期間 開始：平成３１年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

地域の伝統芸能を通して住民同士の交流の場を増やす 

伝統芸能保存会の活動を通じて復活した日平俵踊り・麓奴踊りを定着させる。 

事業内容・手段 

 

（１）住吉地区伝統芸能保存会の活動を支援する 

 

（２）各種のイベントで俵踊りと奴踊りが活躍できる機会を増やす 

事 業 費 93,000円    

対 象 者 地域住民、小中学生など 

創意工夫・改善点等 

 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

俵踊り、奴踊り両保存会は自主的に毎月２回の練習を実施するとともに、新メン

バーの確保も積極的に行っている。 

また地域の祭りやイベントに積極的に参加し練習成果を披露している 

 



［３］環境に係る事業 

事 業 名  住みよい環境づくり事業 実施年数 １５年目（令和２・３年度休止） 

事業期間 開始：平成２１年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域の豊かな自然環境を守り、美しい里山づくりを目指す 

事業内容・手段 

（１）招魂山の整備 

・招魂山の草刈りや整備を定期的に実施 

・年に２回は業者に依頼して整備する 

・学校行事やイベント計画に合わせて、今年度もＰＴＡや自治会及び中学生

ボランティアに呼びかけて、清掃作業を実施 

・小中学校に呼び掛けて児童・生徒が登る機会を増やしてもらう 

 

（２）自然観察会等、里山の自然を生かした取り組みを計画する 

 

（３）河川浄化清掃作業 

   ・高校生ボランティアに呼びかけて清掃作業を実施 

事 業 費 169,000円   

対 象 者 地域住民、高校生・小中学生など 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

・招魂山の草刈は業者による作業と地域住民や中学生ボランティアの作業を組み

合わせて実施する 

・老朽化した掃除道具は定期的に入れ替える 

・今後も、年数回の作業を計画し現況を維持していきたい 

・整備された招魂山が地域住民に認知され、今後小学校や中学校の行事も検討され

ることを期待したい 

 

 

 



環境に係る事業 

事 業 名  花いっぱい事業 実施年数 １０年目 

事業期間 開始：平成２８年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

住民が集う広場や通学路を花いっぱいにして美しいまちづくりを目指すことを

目的とする。 

事業内容・手段 

（1）コスモスの種まき 

   土地改良区の方々の協力を得て、小中学生の参加者と一緒に住吉小・住吉南

小学校周辺の田んぼにコスモスの種を撒く  

 

（2） 地域の自治会の花壇に花の植栽のお手伝いを計画する 

 

（3） ＪＲ住吉駅の出入り口に花を植栽する 

 

事 業 費 587,000円  

対 象 者 地域住民、花のまちづくり推進協議会、土地改良区、住吉小学校、住吉南小学校 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

・土地改良区の方々と調整をしながら作業を進める 

・自治会連合会に呼びかけ、自治会に花いっぱい運動を広めていきたい 

 ・子供達と一緒にコスモスの種まきを毎年の恒例行事にしていく 

 

・気候変動が著しく植栽の時期等の判断が難しくなっている 

・日程調整は何度も土地改良の方々と打合せした 

・子供たちとの取り組みはチラシを作成したり、学校に呼び掛ける等工夫した 

 

 



 ［４］健康づくりに係る事業 

事 業 名  健康づくり事業 実施年数 １６年目 

事業期間 開始：平成２２年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

主なイベントや事業が、住吉小学校区（住吉公民館、すみよし公園）で開催され

ているため、今後は住吉南小学校地区での開催も企画し、住吉地域全住民の絆を深

めていく。 

事業内容・手段 

 

 

住吉南小学校を会場とし、多世代で交流できるイベントを開催する。 

 ・自治会対抗ミニ運動会の実施（みらいづくり部会との共催） 

  開催日時：令和７年１１月～１２月（予定） 

 

事 業 費 73,000円     

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

・毎年恒例だった「リレーマラソン」を中止し、今年度はみらいづくり部会との 

共催事業とし、部会の垣根を越えてお互いの得意分野で事業を盛り上げる。 

 

 



地域福祉に係る事業 

事 業 名 元気で笑顔いっぱい事業 実施年数 １３年目 

事業期間 開始：平成２５年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域住民の健康増進やひきこもり防止を目指し、多世代の誰もが楽しくふれあえ

る場づくりを進める。 

事業内容・手段 

各地区に出向いて運動教室やニュースポーツ、レクリエーションを開催する 

・会 場  地区の自治公民館等の身近な場所 

・開催日  年間を通して２０回 

・内 容  地区毎に希望を募り実施する  

   ニュースポーツ用具の地域への普及を図る 

   地区のサロン等へスポーツ用具の貸出を積極的に行う 

事 業 費 61,000円   

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

・ニュースポーツ用具を活用した健康体操教室を各自治会のサロン等で実施を促

進する。 

 

 



［５］地域再生に係る事業 

事 業 名 情報発信事業 実施年数 １7年目 

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域活動や身近な生活情報を発信し、地域の活性化や地域づくりに役立てること

を目的とする。 

事業内容・手段 

（１）情報発信ツール（ホームページ・インスタグラム公式ＬＩＮＥ）の 

管理や運営  

・各部会・地域団体のイベント等その都度ＳＮＳに掲載する 

 

（２）地縁団体の活動内容紹介や地域づくりの広報活動の推進 

 

（３）広報誌の発行 

   ・定期発行  ６月（8ページ） ３月（12ページ） 

   ・発行部数  ５,５００部   

・内  容 ①各事業や活動内容の周知、各種団体、各地区イベント等告知 

         ②広報誌配布は自治会の月初めの回覧に合わせる 

   ・配布先  各自治会（全戸配布） 

 

事 業 費 662,000 円 

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

・行事終了後、出来るだけ早くブログやインスタグラムで最新の情報を発信す

るホームページやインスタグラムの二次元コードを回覧文書やチラシに印刷

し周知を図る  

 

・昨年度までの広報誌発行事業を情報発信事業として併合追加 

  

 

 

 



 地域教育に係る事業 

事 業 名 地域と学校連携事業 実施年数 7年目（R1～R4中止） 

事業期間 開始：平成２７年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域と学校・PTA がお互いの連携を深め、子ども達が安心して健やかに育つ環境

づくりを目指す。 

小中学生が地域住民との交流を通じて住吉の良さを認識する。 

 

事業内容・手段 

（１）小中学校の取り組みを支援する 

〇住吉小学校  

各学年の「生活科」及び「総合的な学習の時間」への活動支援 

〇住吉南小学校 

 地域に関する取り組みへの支援 

〇住吉中学校 

「総合的な学習の時間」への活動支援 

 

（２）応募による中学生のまちづくりボランティアグループの編成 

  ・各部会のイベント等にボランティア隊として参加 

事 業 費 143,000 円  

対 象 者 地域住民、小中学生など 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

・“地域の子どもは地域が守り育てる”の目標を持って、学校と地域社会が連携し

て取り組み、子供たちに活動を通じて住吉の良さを認識してもらう 

 

・近年、小中学校ともに、総合的な学習の時間で地域に関する学びの時間が増え

てきた為、まちづくりが地域の窓口となり各部会へ協力を得ることとする 

 



その他の事業 

事 業 名 まちづくり推進事業 実施年数 １5年目 

事業期間 開始：平成２３年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

住民主体のまちづくりを進めるために研修し、意識を高める。 

事業内容・手段 

 

（１）まちづくり推進事業に伴うスキルアップ研修を行う 

  ・まちづくり講座の開催 

  ・必要に応じて各種団体との意見交換会の実施 

 

 

事 業 費 30,000円     

対 象 者 地域まちづくり推進委員及び関係者、地域住民 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

まちづくり推進事業のあり方など、事業運営に関する研修会や、課題などあれば 

各地域団体との意見交換会を必要に応じて実施する。 

 

 

 

 



事 業 名 まちづくり事務局運営事業 実施年数 1年目 

事業期間 開始：令和７年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域まちづくり推進委員会の円滑な運営を行う。 

事業内容・手段 

 

地域まちづくり推進委員会に事務局を設置し、事務局員を雇用する。 

また、事業に必要な物品等を準備する。 

 

事務局職員への給与および役員に対する報酬を支払う。またまち推の運営に必要な

備品や消耗品等を購入またはリース契約する。 

 

事 業 費 4,756,000円     

対 象 者 まちづくり推進委員会委員、事務局等 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

人件費については、シフト制を導入しつつ、適性な人数と事務局員の働きやすさの

両立を模索する。コピー機等の高額な備品は、購入ではなくリースを検討し、経費

を抑える工夫を行う。 

 

 


